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緑豊かなふるさと 文化が香る元気なまち
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平成１7年６月　広報なかの  ２

　

平
成
十
三
年
か
ら
市
が
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
整
備
し
て
き
た
中
央
広
場
公
園
が
、
こ
の
た
び
完

成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
開
園
式
が
開
催
さ
れ
、

も
う
一
つ
の
バ
ラ
の
あ
る
公
園
が
銀
座
通
り
に
誕
生

し
、
五
月
二
十
八
日
、
オ
ー
プ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
園
式
に
引
き
続
い
て
の
『
な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
』

の
開
会
式
は
、
開
園
し
た
ば
か
り
の
中
央
広
場
公
園

に
お
い
て
中
野
市
合
併
記
念
交
流
事
業
と
し
て
行
わ

れ
、
十
六
日
間
に
わ
た
る
バ
ラ
の
祭
典
が
、
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

▲銀座通りの特設ステージで開園式が行われました
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▲開園となったイングリッシュガーデンスタイルの中央広場公園

３　 平成１7年６月　広報なかの

　

中
央
広
場
公
園
は
、
地
域
に
居

住
す
る
人
、
働
く
人
、
ま
た
、
市

街
地
に
買
い
物
な
ど
で
訪
れ
た
人

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
地

域
密
着
型
の
公
園
で
す
。

▲公園のオープンを記念して行われたテープカット

広
報
な
か
の

　

こ
の
公
園
は
、
英
国
園
芸
研
究

家
の
ケ
イ
山
田
先
生
の
デ
ザ
イ
ン

に
よ
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ

ン
ス
タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
た
特
徴

あ
る
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
名　

ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援

事
業　

中
央
広
場
公
園
整
備

総
事
業
費　

約
三
億
五
千
万
円

事
業
期
間　

平
成
十
三
年
〜
十
七
年

施
設
概
要

面
積　

一
、
四
九
三
平
方
㍍

ト
イ
レ
棟 
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

パ
ー
ゴ
ラ　

二
基

ベ
ン
チ　

八
基

芝
生
広
場　

四
四
一
平
方
㍍

植
栽　

バ
ラ
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ド

ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
、
ア
ジ
サ
イ
、
ア

カ
シ
ア
、
ユ
リ
ノ
キ
な
ど
六
〇
種

類
・
四
百
三
十
九
本
（
そ
の
う
ち

バ
ラ
は
七
種
・
三
十
六
本
）

▲開園した公園に子供達も大喜び

中中央央広広場場公公園園

シャクナゲシャクナゲ

ソメイヨシノソメイヨシノ

彫像彫像

トイレトイレ

ソメイヨシノソメイヨシノ

ソメイヨシノソメイヨシノ

モミジモミジ

黄金アカシア黄金アカシア

バラのバーゴラバラのバーゴラ

芝生（西洋シバ）芝生（西洋シバ）

藤のパーゴラ藤のパーゴラ

ユリの木ユリの木

レンガ舗装レンガ舗装

銅葉ブナ銅葉ブナコブシコブシ

クレイ舗装クレイ舗装

ベンチベンチ

ベンチベンチ

ベンチベンチ ベンチベンチ
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チ

ベ
ン
チ

ベンチベンチ ベンチベンチ
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　「花づくりコンテスト2005」が中央広場公園で５
月28・29日に行われ、バラまつりへ訪れた皆さんと
審査員により、出品作品を審査していただきました。
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　５月28日、中央広場公園をデザインした英国園芸
研究家ケイ山田先生の記念講演会が、一本木公園野
外ステージで行われ、たくさんの方が聴講されました。
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中央広場公園に10,000本の中央広場公園に10,000本の
バラを使ったオブジェバラを使ったオブジェ

▲

奈
良
久
雄
さ
ん
が
土

人
形
の
絵
付
け
を
実

演

▲

バ
ン
ド
の
演
奏
が
あ

り
ま
し
た

▲

高
校
生
が
ダ
ン
ス
も
披
露

▲

久
石
譲
さ
ん
の
特
別
企
画
展
も
開
催

会場：歴史民俗資料館（12日まで） 会場：銀座通り特設ステージ（28日）

ばらdeオベリスクばらdeオベリスク

５　 平成１7年６月　広報なかの

５月28・29日、バラまつ
りの開会式が行われた中
央広場公園周辺では、高
社山を背景に美しい街並
みが広がる銀座通りを中
心に、各種催し物が行わ
れました。

570種1,200株が咲き誇る
一本木公園では、バラの
苗木や切花販売を始め、
バラに関連する商品等の
販売のほか、様々なイベ
ントが、バラが見頃の６
月12日まで開催されてい
ます。

▼豊井ふるさと太鼓の演奏もありました ▼アトラクションとして東吉田夢太鼓の演奏

▲女性の方々が積極的におもてなし ▲中野陣屋・県庁記念館では籐と蔓の造型展 ▲歩行者天国で九斎市も開催
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▼バラのガーデニング教室も開催 ▼ＳＢＣ「ラジオの王様」で生中継 ▼バラの育て方講習会が開催

▲売れる農業推進室が地元農産物をＰＲ▲恒例のバラの苗木販売は大盛況

▲バラに関連する商品も販売 ▲子供達がバラを写生 ▲演奏に乗せて華麗なフラワーアレンジ
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　５月市議会臨時会が、５月

10日に招集され、１日間の会

期で開催されました。

　この議会では、条例案１件、

人事案６件のあわせて７件の

議案が審議され、いずれも原

案どおり可決されました。

「
中
野
市
都
市
公
園
条
例
」
の
改

正
　

中
央
広
場
公
園
を
都
市
計
画
公

園
の
う
ち
、
街
区
公
園
と
し
て
位

置
づ
け
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

助
役

　

合
併
に
よ
り
空
席
と
な
っ
て
い

た
助
役
に
小
林
貫
男
さ
ん
（
中
央

一
・　

歳
）
を
選
任
す
る
こ
と
に

61

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
の
で
、

五
月
十
一
日
付
で
選
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
四
年
で
す
。

　

小
林
助
役
は
、
合
併
前
の
中
野

市
助
役
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
入
役

　

合
併
に
よ
り
空
席
と
な
っ
て
い

た
収
入
役
に
西
川
詔
男
さ
ん
（
中

央
三
・　

歳
）
を
選
任
す
る
こ
と

62

に
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
の
で
、

五
月
十
一
日
付
で
選
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
四
年
で
す
。

　

西
川
収
入
役
は
、
合
併
前
の
中

野
市
収
入
役
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員

　

合
併
に
よ
り
中
野
市
教
育
委
員

会
委
員
は
、
臨
時
の
委
員
と
し
て

任
命
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
改

め
て
同
委
員
に
任
命
す
る
こ
と
に

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

浦
野
良
一
さ
ん
（
新
野
・　

歳
）

51

〈
任
期
四
年
〉

本
山
綱
規
さ
ん
（
小
舘
・　

歳
）

65

〈
任
期
四
年
〉

城
本
早
月
さ
ん
（
豊
津
・　

歳
）

56

〈
任
期
三
年
〉

山
本
捷
子
さ
ん
（
柳
沢
・　

歳
）

61

〈
任
期
二
年
〉

阿
部
敏
明
さ
ん
（
中
野
・　

歳
）

74

〈
任
期
一
年
〉

監
査
委
員

　

合
併
に
よ
り
中
野
市
監
査
委
員

は
不
在
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

清
水
元
榮
さ
ん
（
西
一
・　

歳
）

88

と
湯
本
一
さ
ん
（
赤
岩
・　

歳
）

67

を
同
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
に
議

会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。
任
期
は

四
年
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

合
併
に
よ
り
中
野
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
は
、
暫
定

の
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
改
め
て
同
委
員
に
選

任
す
る
こ
と
に
議
会
の
同
意
を
得

ま
し
た
。
任
期
は
三
年
で
す
。

浅
沼
正
雄
さ
ん
（
大
俣
・　

歳
）

57

小
林
昭
一
郎
さ
ん （
上
今
井
・　

歳
）

76

酒
井 

治
さ
ん
（
小
田
中
・　

歳
）

58

固
定
資
産
評
価
員

　

合
併
に
よ
り
不
在
と
な
っ
て
い

た
中
野
市
固
定
資
産
評
価
員
に
小

林
貫
男
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
に

議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
の
で
、

五
月
十
一
日
付
で
選
任
し
ま
し
た
。

��
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▲

中
央
広
場
公
園
が
完
成
し
ま
し
た

　

こ
の
た
び
五
月
十
一
日
付
で
助

役
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の

与
え
ら
れ
た
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。
も
と
よ
り
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
職
員
と
し

て
四
十
年
余
に
わ
た
り
県
政
に
携

わ
っ
て
き
た
行
政
経
験
を
市
政
に

生
か
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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新
市
建
設
計
画
に
基
づ
く
「
緑

豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文
化
が
香
る

元
気
な
ま
ち
」
づ
く
り
を
推
進
す

る
青
木
市
長
の
も
と
、
職
員
と
心

を
一
つ
に
し
、
一
生
懸
命
補
佐
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
五
月
十
一
日
付
で
収

入
役
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
も

と
よ
り
浅
学
、
非
才
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
旧
市
に
お
い
て
、

職
員
と
し
て
四
十
二
年
余
に
わ
た

り
先
輩
職
員
を
は
じ
め
市
民
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
教
訓
を

基
に
、
収
入
役
の
職
務
を
全
う
す

べ
く
心
を
新
た
に
努
め
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
新
市
建
設
計
画
に
基

づ
く
「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文

化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
づ
く
り

を
推
進
す
る
青
木
市
長
を
支
え
、

精
一
杯
の
努
力
を
し
て
参
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
心
か
ら
お
願
い
を
申
し
上
げ

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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７　 平成１7年６月　広報なかの
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受験申し込み　市役所庶務課職員係
問い合わせ先　�22-2111（内線209・213）

　平成18年度採用予定の市職員の採用試験を行います。

������

受験申込
受付期間

第一次試験受　験　資　格採用予
定人員

試験区分
日時・場所科　目その他要件年齢・住所要件

６月１日�
　　

～

　　
６月24日�

平成17年
７月24日�
午前８時45分

中野市役所
会議室

･教養　　
･専門　　
･論文　　
･性格診断
･適性検査
･資格調査

保健師の資格を有する者
（平成18年３月31日までに
当該資格を取得する見込み
の者を含む）、かつ、大学卒
業程度の学力を有する者

日本国籍を有する者で、昭
和49年４月２日から昭和60
年４月１日までに生まれた
者、かつ、平成17年５月１
日現在、中野市の住民で、
将来にわたって居住する予
定の者（勉学などで他へ居
住している者を含む）

１名
程度

保健師

上　
　
　
　

級

　

一
年
四
ヵ
月
に
及
ぶ
合
併
協
議

を
経
て
、
四
月
一
日
、
中
野
市
と

豊
田
村
は
新
設
合
併
を
し
、
新
た

な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

新
市
「
中
野
市
」
の
誕
生
を
記

念
し
、
合
併
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
す
。

　

当
日
は
、
豊
井
ふ
る
さ
と
太
鼓

・
東
吉
田
夢
太
鼓
の
皆
さ
ん
に
よ

る
演
奏
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
記
念

式
典
、
音
楽
発
表
な
ど
が
行
わ
れ

ま
す
。

期
日　

六
月
二
十
五
日�

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場
所　

市
民
会
館

内
容　

▽
午
後
一
時
三
十
分　

オ
ー
プ
ニ

ン
グ
（
豊
井
ふ
る
さ
と
太
鼓
・

東
吉
田
夢
太
鼓
）

▽
午
後
二
時　

記
念
式
典

▽
午
後
三
時
十
分　

音
楽
発
表

・
豊
田
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会

　

「
す
み
れ
会
」

・
晋
平
少
年
少
女
合
唱
団

・
中
野
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会

・
参
加
者
全
員
合
唱

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
企
画
情
報
課
企
画
調
整
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
１
６
）
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����������
�������

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
五
月

十
一
日
、
臨
時
教
育
委
員
会
を

開
催
し
、
教
育
委
員
会
委
員
五

名
の
中
か
ら
、
教
育
委
員
長
に

は
、
阿
部
敏
明
さ
ん
（
中
野
・

　

歳
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

74
　

任
期
は
五
月
十
一
日
か
ら
一

年
間
で
す
。

　

ま
た
、
教
育
長
に
は
本
山
網

規
さ
ん
（
小
館
・　

歳
）
を
任

65

命
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
五
月
十
一
日
か
ら
四

年
間
で
す
。
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教育委員長
　阿部 敏明さん

教育長
　本山 綱規さん
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第
一
回
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま

つ
り
が
、
七
月
二
十
三
日�
に
市

街
地
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
三
十
一
回
に
わ
た
り
、

中
野
地
域
で
開
催
し
て
き
ま
し
た

伝
統
あ
る
『
中
野
市
民
祭
「
シ
ョ

ン
シ
ョ
ン
」
ま
つ
り
』
で
す
が
、

四
月
一
日
の
合
併
に
伴
い
、
旧
両

市
村
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
新
た

な
気
持
ち
で
、
よ
り
多
く
の
交
流

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
名

称
を
『
中
野
市
民
祭
「
シ
ョ
ン
シ

ョ
ン
」
ま
つ
り
』
か
ら
『
中
野
シ

ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
』
に
改
め
、

新
た
に
出
発
し
ま
す
。

　

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
推

進
会
で
は
、
中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン

ま
つ
り
へ
の
、
踊
り
連
・
企
業
ブ

ー
ス
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
は
、

市
民
総
参
加
の
夏
祭
り
。
皆
さ
ん

が
主
役
と
な
る
最
大
の
交
流
ス
テ

ー
ジ
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
仲
間
を
誘
っ
て
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

��������	
��
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▲皆さん心を１つにしてまつりを楽しみました（昨年の様子）　
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踊
り
連
コ
ン
テ
ス
ト
・
仮
装
連

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
入
賞
し

た
連
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
賞
金
が
送

ら
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

期
日　

七
月
二
十
三
日�

時
間　

午
後
六
時
踊
り
開
始

場
所　

市
街
地

募
集
締
切　

六
月
十
七
日�

応
募
要
件　

詳
細
は
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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昨
年
ご
好
評
を
い
た
だ
い
た
企

業
ブ
ー
ス
コ
ー
ナ
ー
。
今
年
も
出

店
し
て
い
た
だ
け
る
企
業
等
を
募

集
し
ま
す
。

期
日　

七
月
二
十
三
日�

時
間　

午
後
四
時
〜
九
時

場
所　

市
民
会
館
駐
車
場

出
店
資
格　

市
内
に
本
支
店
を
置

く
企
業
、
店
舗
等

募
集
締
切　

六
月
十
七
日�

応
募
要
件　

詳
細
は
事
務
局
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



※
詳
細
な
ど
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（ http://w
w
w
.city.nakano.nagano.jp/

）

応
募
・
申
し
込
み
先

中
野
シ
ョ
ン
シ
ョ
ン
ま
つ
り
推
進
会
事
務
局
〈
市
役
所
商
工
観
光
課
内
〉

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
５
９
）
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し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
内
で
は
、
年
間
約
百
三
十
万

本
の
出
荷
量
が
あ
り
、
県
外
に
も

多
く
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
は
、
新
し
い
品
種
が
次
々

と
登
場
し
て
い
ま
す
が
、
市
内
で

は
約
五
十
種
類
が
栽
培
さ
れ
、
中

で
も
人
気
が
あ
る
の
は
、
赤
色
の

ロ
ー
テ
ロ
ー
ゼ
で
す
。

　

ロ
ー
テ
ロ
ー
ゼ
は
、
赤
色
の
バ

ラ
の
中
で
は
主
流
で
、
日
本
で
最

も
多
く
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
大

輪
の
ビ
ロ
ー
ド
の
よ
う
な
光
沢
が

あ
り
、
花
び
ら
は
ベ
ル
ベ
ッ
ド
の

様
な
質
感
で
す
。
最
近
で
は
、
暖

色
系
の
優
し
い
癒
し
色
が
人
気
で
す
。

　

栽
培
方
法
は
、
一
般
的
に
は
水

耕
栽
培
が
主
体
で
す
が
、
日
持

ち
を
良
く
す
る
た
め
に
、
市
内

の
ほ
と
ん
ど
の
バ
ラ
生
産
者
は
、

土
耕
栽
培
に
こ
だ
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

一
輪
だ
け
で
も
、
大
き
な
存

在
力
を
見
せ
る
華
麗
な
バ
ラ
を
、

贈
り
物
と
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

９　 平成１7年６月　広報なかの

　

バ
ラ
と
言
え
ば�
豊
か
な
花

び
ら
、
気
品
あ
る
姿
、
可
憐
な

た
た
ず
ま
い
…
。
そ
の
色
に
う

っ
と
り
し
、
そ
の
香
り
に
く
す

ぐ
ら
れ
、
そ
の
魅
力
に
酔
わ
さ

れ
る
…
。�

そ
う
感
じ
ら
れ
る
方
も
い
ら
っ

�
�
��
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

去
る
三
月
十
四
日
に
、
市
民
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
、
夜
回
り
先

生
講
演
会
に
、
多
数
の
方
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

水
谷
修
さ
ん
は
、
教
師
生
活
の

ほ
と
ん
ど
を
少
年
の
非
行
・
薬
物

問
題
に
捧
げ
、「
夜
回
り
」
と
呼
ば

れ
る
深
夜
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
な

が
ら
、
若
者
の
更
生
に
ご
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
水
谷
修
先
生
の
実
際
の

体
験
か
ら
「
生
命
の
大
切
さ
」
を

学
ん
で
ほ
し
い
と
、
市
内
各
中
学

校
で
下
記
の
と
お
り
講
演
会
を
計

画
し
ま
し
た
。

　

第
四
十
二
回
中
山
晋
平
記
念
音

楽
賞
の
作
曲
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

市
出
身
の
作
曲
家
中
山
晋
平
先

生
の
偉
業
を
た
た
え
、
音
楽
文
化

を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
発
展
さ

せ
る
た
め
、
次
の
要
領
で
作
品
の

募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

♪
応
募
規
定

対
象
者　

県
内
お
よ
び
姉
妹
都
市

の
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
に
在

学
す
る
児
童
と
生
徒

作
品　

自
作
未
発
表
の
も
の

応
募
点
数　

制
限
な
し

添
付
書
類　

学
校
長
の
推
薦
状

♪
表
賞
規
定

優
秀
賞　

入
選
者
と
学
校
に
賞
状

と
記
念
品
を
贈
り
ま
す

佳
作　

入
賞
者
に
賞
状
と
記
念
品

を
贈
り
ま
す

♪
募
集
期
間　

八
月
三
十
一
日�

必
着

♪
そ
の
他

・
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん

・
入
選
曲
の
著
作
権
は
、
中
山
晋

平
記
念
会
に
帰
属
し
ま
す

・
審
査
は
専
門
の
審
査
員
が
行
い

ま
す

・
優
秀
賞
入
選
曲
発
表
会
は
、
来

年
一
月
二
十
八
日�
に
開
催
い

た
し
ま
す

♪
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

中
山
晋
平
記
念
会
事
務
局
〈
市
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
〉（�
�

２
１
１
１
内
線
３
０
７
）

��������	
�

なお、一般の方で聴講を希望される場合は、各
中学校の指示に従ってお聞きください。
問い合わせ先
市教育委員会学校教育課（��２１１１内線３６３）

�����
�����

平成１７年７月４日�開　催　日

午前８時４５分～１０時０５分南宮中学校

午前１０時３０分～１１時５０分中野平中学校

午後１時００分～２時２０分豊田中学校

午後３時００分～４時２０分高社中学校

夜回り先生講演会日程

������
�������

▲ローテローゼ
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女
性
農
業
者
は
農
業
農
村
の
担

い
手
で
あ
り
、
地
域
農
業
に
お
い

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

女
性
農
業
者
セ
ミ
ナ
ー
基
礎
講

座
で
は
、
農
業
農
村
を
取
り
巻
く

情
報
や
農
家
の
生
活
を
豊
か
に
す

る
た
め
の
学
習
、
ま
た
、
農
業
の

基
礎
技
術
と
経
営
技
術
等
の
提
供

に
よ
り
、
受
講
さ
れ
る
方
々
の
よ

り
一
層
の
向
上
や
仲
間
づ
く
り
の

推
進
、
農
業
農
村
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
北
信
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
主
催
に
よ
り

開
催
し
ま
す
。

募
集
対
象　

概
ね
四
十
歳
以
下
の

方
で
、
農
業
に
従
事
し
て
い
る
、

ま
た
は
こ
れ
か
ら
従
事
し
た
い
と

考
え
て
い
る
女
性

�
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�
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�������
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講
座
内
容　

講
演
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
組
み
入
れ
た
内
容
で
、
農

業
農
村
を
取
り
巻
く
課
題
に
つ
い

て
、
セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
ま
す
。

※
講
座
の
期
間
は
二
ヵ
年
で
、
今

年
度
は
、
七
月
八
日�
を
初
回

に
来
年
三
月
ま
で
、
八
回
に
分

け
て
行
い
ま
す
。

募
集
締
切　

六
月
二
十
四
日�

そ
の
他　

二
ヵ
年
の
課
程
（
講
座

十
六
回
中
、
十
四
回
出
席
）
を
修

了
し
た
方
に
、
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

市
役
所
農
政
課
振
興
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
５
３
）
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 「
広
報
な
か
の
」
は
、
市
内
の

各
家
庭
や
関
係
機
関
等
に
お
配
り

し
て
い
る
市
の
広
報
紙
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
、
さ
ら

に
親
し
み
や
す
く
読
ん
で
い
た
だ

く
た
め
、
中
野
市
合
併
記
念
交
流

事
業
と
し
て
「
広
報
な
か
の
」
の

表
紙
の
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
を
募

集
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

募
集
資
格　

制
限
な
し

作
図
条
件　

「
広
報
な
か
の
」
の

五
文
字
を
横
書
き
で
デ
ザ
イ
ン
し

て
く
だ
さ
い
（
黒
一
色
で
大
き
さ

は
問
い
ま
せ
ん
）

※
表
紙
に
は
タ
イ
ト
ル
の
ほ
か
に

写
真
と
目
次
が
入
り
ま
す

応
募
方
法

・
一
人
三
点
ま
で
応
募
可
能
（
自

作
で
未
発
表
の
作
品
に
限
る
）

・
用
紙
は
Ａ
４
判
（　

×　

㎝
）

21

30

の
用
紙
一
枚
に
一
点

・
作
品
の
裏
面
に
、
図
案
の
簡
単

な
説
明
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
職
業
（
ま
た
は
学
校
名

･
学
年
）、
電
話
番
号
を
明
記

・
作
品
は
折
り
曲
げ
ず
に
送
付
し

て
く
だ
さ
い

募
集
期
限　

六
月
二
十
七
日�

　
　
　
　
　

（
当
日
消
印
有
効
）

審
査　

市
が
審
査
し
決
定
し
ま
す

発
表　

入
選
者
本
人
あ
て
に
通
知

を
す
る
ほ
か
、「
広
報
な
か
の
」
等

を
通
じ
て
発
表
し
ま
す

ほ
う
賞　

採
用
作
品
に
賞
状
及
び

三
万
円
相
当
の
商
品
を
贈
り
ま
す

そ
の
他

・
採
用
作
品
は
「
広
報
な
か
の
」

の
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、

十
月
号
か
ら
概
ね
四
年
間
の
予

定
で
使
用
し
ま
す
。
な
お
、
表

紙
の
デ
ザ
イ
ン
上
、
補
作
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

・
採
用
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰

属
す
る
も
の
と
す
る

・
応
募
し
た
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
・
採
用
作
品
に
該
当
す
る
も
の
が

な
い
場
合
は
、
ほ
う
賞
の
授
与

は
行
い
ま
せ
ん

送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

〒　

―　

長
野
県
中
野
市
三
好
町

383

8614

一
丁
目
三
番
十
九
号　

中
野
市
役

所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
１
２
）
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▲現在の広報紙

▲旧市村の広報紙
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市
民
の
皆
さ
ん
が
、
家
庭
や
地

域
の
中
で
、
お
互
い
に
尊
重
し
、

理
解
し
支
え
合
い
な
が
ら
、
充
実

し
た
生
活
が
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

平
成
十
六
年
に
策
定
さ
れ
た
「
中

野
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
、
合
併

に
伴
い
、
豊
田
地
域
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
推
進
や
、
地
域
福
祉

活
動
へ
の
住
民
の
参
加
促
進
な
ど

を
含
め
た
計
画
と
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
見
直
し
を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
者
計
画
に
つ
い
て

も
豊
田
地
域
の
在
宅
福
祉
を
含
め

て
の
策
定
が
必
要
で
あ
り
、
災
害

時
に
お
け
る
障
害
者
等
防
災
避
難

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
も
必
要
と
な

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
計
画
の
策
定

に
も
ご
参
加
い
た
だ
け
る
委
員
を

公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格

・
応
募
日
現
在
、
年
齢
満
二
十
歳

以
上
の
方

・
平
成
十
七
年
七
月
か
ら
平
成
十

八
年
三
月
ま
で
月
一
回
程
度
の

会
議
に
出
席
で
き
る
方
（
会
議

は
原
則
と
し
て
平
日
の
昼
間
の

予
定
で
す
）

募
集
人
員　

中
野
・
豊
田
地
域
そ

れ
ぞ
れ
若
干
名

応
募
方
法　

福
祉
に
関
す
る
ご
自

分
の
お
考
え
を
四
百
字
詰
め
原
稿

用
紙
一
〜
二
枚
程
度
に
ま
と
め
、

「
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
応
募
」

と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
市
役

所
厚
生
課
ま
た
は
豊
田
支
所
保
健

福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
、 kosei@

city.
nakano.nagano.jp

へ
お
願
い
し
ま

す
）

募
集
期
間　

六
月
三
十
日�
ま
で

活
動
内
容　

策
定
委
員
会
会
議
へ

の
出
席
な
ど
（
報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
）

決
定
方
法　

応
募
多
数
の
場
合
、

選
考
に
よ
り
決
定

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
厚
生
課
厚
生
係
（�
�
２

１
１
１
内
線
２
９
２
）
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木
々
の
緑
が
き
ら
め
く
こ
の
季

節
は
、
一
本
木
公
園
の
バ
ラ
も
最

盛
期
を
迎
え
、
華
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
の
時
期
に
、
信
州
中

野
銅
石
版
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

押
し
花
教
室
と
グ
ラ
ス
フ
ィ
オ
ー

レ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

グ
ラ
ス
フ
ィ
オ
ー
レ
と
は
、
ガ

ラ
ス
の
液
体
・
ガ
ラ
ス
キ
ュ
ア
を

用
い
た
花
加
工
で
、
従
来
の
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
と
は
異
な
り
、
花
の

自
然
な
色
･
形
を
長
期
間
そ
の
ま

ま
に
保
存
で
き
る
、
全
く
新
し
い

技
術
で
す
。

　

教
室
に
参
加
し
、
花
に
親
し
み
、

ま
た
、
色
と
り
ど
り
の
花
の
表
現

に
ふ
れ
て
み
て
は
い
か
か
で
す
か
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

信
州
中
野
銅
石
版
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
（�
�
４
８
０
１
）

�

�

�

�

�������������
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市
で
は
、
市
民
参
加
に
よ
る
開
か
れ
た

市
政
を
進
め
る
と
と
も
に
、
行
政
の
透
明

化
を
図
る
た
め
に
、
情
報
公
開
制
度
及
び

個
人
情
報
保
護
制
度
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
前
の
中
野
市
及
び
豊
田
村
に
お
い

て
、
平
成
十
六
年
度
中
に
、
こ
の
制
度
を

利
用
し
て
公
文
書
の
公
開
又
は
自
己
の
個

人
情
報
の
開
示
等
の
請
求
を
さ
れ
た
方
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

情
報
公
開
制
度
、
個
人
情
報
保
護
制
度

に
つ
い
て
は
、
市
役
所
庶
務
課
庶
務
文
書

係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
１
１
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�������
��������
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押し花教室

◆内　容　（第１回）いろいろな押し花を用いてキーホルダーやカー
　　　　　　　　　　ドの制作
　　　　　（第２回）ミニバラの押し花を用いてＵＶブローチの制作
◆日　時　６月１８日�
　　　　　（第１回）午前１０時～正午
　　　　　（第２回）午後１時～３時３０分
◆講　師　西澤令子先生
◆材料費　（第１回）５００円　（第２回）１,２００円
◆定　員　各回とも２５名（要申し込み）

グラスフィオーレ教室

◆内　容　生花（ミニバラ）を用いて、花をガラスフラワーに加工す
る世界初の技術グラスフィオーレを学びます。また加工済
のバラでコサージュ制作

◆日　時　６月１９日�
　　　　　【午前の部】午前１０時～正午
　　　　　【午後の部】午後１時３０分～３時３０分
◆講　師　あだちやすこ先生
◆材料費　３,５００円
◆定　員　２０名（要申し込み）
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▼館内いっぱいに響き渡ったアンサンブル
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　４月の合併による新しい中野市の発足を記念して、
「カチューシャマラソン大会」を「カチューシャふる
さとマラソン大会」と名称変更し、５月22日、中野小
学校グラウンドをスタートとゴールに実施しました。
　大会には、小・中学生や高校生、市民ランナーなど
約３３０人が参加し、３㌔・５㌔・10㌔のコースでは
日頃鍛えた健脚を競い合い、ウォーキングにおいては
自分のペースで、気持ち良い汗を流していました。

��������	

�����

　なかのバラまつり2005の開催に併せて、開園と
なった中央広場公園のオープンを前に、５月７日、
この公園のデザインを担当した英国園芸研究家であ
るケイ山田先生の指導のもと、中央広場公園植樹祭
が開催されました。
　この植樹祭は、市民の皆さんに新しい公園をより
身近に感じ、また、親しんでいただくことを目的に、
一般公募による市内在住の30名が、バラの苗を一人
一本ずつ、丁寧に植栽しました。

　中野市合併記念交流イベント「高野辰之記念祭」が
５月14日、高野辰之記念館において開催されました。
　当日は、観光客をはじめ市内外の方々約２５０人が
入館され、盛大に記念コンサートが行われました。
　記念コンサートでは、ヴァイオリン笠井美智子さん、
ソプラノ小林あつ子さん、ピアノ倉品裕子さんによる、
高野辰之が作詞した曲のメドレーや中山晋平が作曲し
た曲を中心にアンサンブルが行われ、最後に全員で
「故郷」を合唱し、館内いっぱいに歌声が響き渡りま
した。

�������
▲市長の合図で一斉にスタート

▲最後の上りを、ゴールに向けてラストスパート

　５月15日、水防訓練が旧長野電鉄河東線周辺の夜間
瀬川と、上今井橋付近を会場に行われました。
これは水防体制の強化と、市民の皆さんに水防への重
要性を知っていただくことを目的に毎年行われています。
当日は、時折雨が降る中、消防団員ら関係者約２００人が
参加し、各種水防工法の習得をしました。

����

13　平成 １7 年６月　広報なかの

　緑化苗木頒布会が５月11日、中央公民館駐車場にお
いて開催されました。
　この頒布会は、市民の皆さんに緑化活動の推進と緑
豊かな住みよい郷土づくりを図るために行われたもの。
当日はハナミズキやツツジ、モミジ、そしてバラなど
20種約1,200本の緑化苗木が、列ができるほど多く集
まった市民の皆さんに、無償で頒布されました。

�������

��������	

��������������

　５月26日、永田小学校で田植えが行われました。
　当日は、５年生の児童が保護者会の方々のご協力･
ご指導により、田植えを経験しました。
　最近では機械植えが多い中、子どもたちは、裸足で
田に入り、土のぬるっとした感触に歓声を上げながら
大切に苗を植えていました。

　新緑のまぶしい５月22日、北信濃ふるさとの森文化
公園の創造館において、新緑まつりが開催されました。
　芝生広場ではフリーマーケット、玄関前では、ぽん
ぽこ市組合やかき氷などの出店と土人形の絵付け体験
が行われました。
　また野外コンサートでは、中野市周辺で活動してい
るヒップホップダンスのチーム「グルーブ」やちびっ
子ダンスチーム「ＡＩ」、そして長野市周辺の中高生女
子のアイドルユニット 「ネクスト」のダンスのほか、
ビームアクターズスクールの皆さんによる華麗な踊り
や歌も披露され、熱気につつまれた祭りとなりました。

�����

▲堤防を利用して「シート張り工」が行われました

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������▼バランスをとりながら大切に植えました

▲希望の苗木が直接手渡されました

▼フリーマーケットのお客さんも野外ステージに注目



平成１7年６月　広報なかの  14

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

�▼ 建応寺跡。川中島合
戦で焼失したという伝
承がある。市指定史跡。

�▲ ぽんぽこの湯。北信五岳と市
街地を一望できる露天風呂が魅
力。平成５年にオープン。

�▼ 内堀館跡（堀と土塁）。県の史
跡に指定されており、中世の豪
族の館跡といわれている。

�▲ 上今井諏訪社本殿。
市の有形文化財に指定
されている。
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　区の主な行事として、五穀豊穣を願っ
て行う春祭りと秋祭りがあります。
　例年、９月下旬に開催している秋祭り
では、市指定有形文化財の屋台が登場し、
若い人たち（信友連）が笛や太鼓、三味
線などで演奏をします。これが一番の見
物です。

　区の一番盛大な行事は、毎年１０月に間山
豊富神社で開催している例大祭です。特に、
境内で行われる仕掛け花火が有名で、当日
は家族やお客さんで大変賑わいます。
　花火は間山煙火同士会の皆さんが１ヵ月
前から仕込んでおり、仕掛けのほかに、尺
玉やスターマインなどもあります。

No.�

�������
ま やま

����������
かみ いま い

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

佐藤病院佐藤病院

上今井橋上今井橋

上
信
越
自
動
車
道

上
信
越
自
動
車
道 内堀館跡内堀館跡

��

上今井上今井
諏訪社諏訪社��

県道三水中野線県道三水中野線

千千

��

曲曲

川川

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
手
づ
く
り
工
房
Ｍ

＆
Ｋ
」
は
、
農
協
の
高
丘
女
性
部
五
名
が
、

平
成
四
年
に
同
じ
志
の
仲
間
と
設
立
し
、

現
在
、
十
二
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

発
端
は
、
信
濃
町
の
「
ひ
ま
わ
り
畑
」

を
見
て
感
激
し
、
現
在
も
続
け
て
い
る
遊

休
荒
廃
農
地
に
ひ
ま
わ
り
の
栽
培
を
始
め
、

ひ
ま
わ
り
油
の
加
工
や
手
元
の
格
外
品
に

付
加
価
値
を
つ
け
る
農
産
物
加
工
を
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
平
成
五
年
に
は
「
り
ん

ご
と
野
菜
の
ペ
ー
ス
ト
」
を
開
発
し
、
現

在
は
り
ん
ご
や
か
り
ん
の
ジ
ュ
ー
ス
、
も

も
や
り
ん
ご
、
そ
し
て
ラ
ズ
ベ
リ
ー
の
ジ

ャ
ム
な
ど
を
加
工
し
て
、農
産
物
産
館「
オ

ラ
ン
チ
ェ
」
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
で
大
変
な
こ
と
は
、
会
員
が
農
家

で
構
成
さ
れ
て
い
て
時
間
が
限
ら
れ
て
い

る
こ
と
や
販
売
を
す
る
た
め
に
様
々
な
ノ

ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
の

夢
は
、
若
い
人
も
加
わ
り
、
自
分
達
の
加

工
所
や
お
店
を
も
ち
た
い
、
と
の
こ
と
で
す
。

　

代
表
の
町
田
久
美
子
さ
ん
は
、「
夢
を
持

ち
つ
づ
け
、
実
現
の
た
め
に
は
ま
ず
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
切
」
と
、
活
動
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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vol.2

倭地区倭地区

科野地区科野地区

平岡地区平岡地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

代 表　�������

上今井駅上今井駅

国
道
国
道　

号
線
号
線

117117

篠
井
川

篠
井
川

ぽんぽこの湯ぽんぽこの湯 ��

至
日
野
小
学
校

至
日
野
小
学
校

至
建
応
の
森

至
建
応
の
森

主
要
地
方
道

主
要
地
方
道

須
坂
・
中
野
線

　

須
坂
・
中
野
線
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�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
充
貴
さ
ん
・
ち
な
美
さ
ん
）
同

じ
会
社
に
勤
め
て
い
て
、
最
初
は

会
社
の
飲
み
会
で
知
り
合
い
ま
し

た
。
彼
か
ら
彼
女
に
告
白
を
し
て

付
き
合
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
か

ら
２
年
後
に
結
婚
し
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
充
貴
さ
ん
）
す
ご
く
か
わ
い
い

な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

（
ち
な
美
さ
ん
）
若
い
な
ぁ
と
感

じ
ま
し
た
。

�
お
互
い
の
素
敵
な
と
こ
ろ
は

（
充
貴
さ
ん
）
や
さ
し
い
と
こ
ろ

と
、
毎
日
お
い
し
い
料
理
を
作
っ

て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
彼
女
の

料
理
は
全
部
好
き
で
す
。

（
ち
な
美
さ
ん
）
や
さ
し
い
の
一

言
で
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
充
貴
さ
ん
）
明
る
く
、
楽
し
い

家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
は
男
の
子
と
女
の

子
の
２
人
ほ
し
い
で
す
。

（
ち
な
美
さ
ん
）
お
父
さ
ん
と
お

母
さ
ん
の
よ
う
に
、
仲
が
良
く
て

明
る
く
、
そ
し
て
子
ど
も
か
ら
尊

敬
さ
れ
る
親
に
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
男
の
子
で

も
女
の
子
で
も
い
い
の
で
、
２
人

ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

竹　内　充　貴  さん  （21歳）
　　　　ちな美  さん  （25歳）

（東吉田）

����

　

ぼ
く
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球
選
手

に
な
る
こ
と
で
す
。

　

四
年
生
の
時
、
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
日
野

エ
ー
ス
」
の
人
た
ち
が
大
き
な
声

を
出
し
て
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
練
習
し
て
い
る
様
子
を
見
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
そ
れ
を
見
て
『
す

ご
い
！
』
と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く

も
、
チ
ー
ム
に
入
っ
て
い
っ
し
ょ

に
練
習
を
し
た
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
お
父
さ
ん
と
い

っ
し
ょ
に
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
練
習
を
し
ま
し
た
。

　

少
し
た
っ
て
ぼ
く
は
、「
日
野
エ

ー
ス
」
に
入
団
し
ま
し
た
。
張
り

切
っ
て
練
習
を
始
め
ま
し
た
が
、

監
督
さ
ん
に
注
意
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
注
意
さ
れ
な
い
よ
う
に

『
が
ん
ば
ろ
う
』
と
思
っ
て
、
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
に
練
習
し
ま

し
た
。
で
も
、
練
習
で
も
試
合
で

も
、
い
つ
も
失
敗
し
て
い
て
監
督

さ
ん
に
注
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ご
ろ
、
前
よ
り
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
や
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
う
ま

く
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
ぜ
っ
た
い
に
プ
ロ
野

球
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�������

��������

�

�� ��
��

��

同
じ
職
場
で
出
会
っ
た
二
人

　
　

明
る
く
楽
し
い
家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い

　５月５日、ボクシングの全日本実業団アマチュア選
手権フライ級Ａの決勝が兵庫県で行われ、中野市出身
の西沢辰彦さん（16歳）が最年少で優勝しました。
　西沢さんは昨年、福井県敦賀市にあるイシマル・ボ
クシング・ジムに入門。天性のスピードを生かし、１
年余りでチャンピオンに輝きました。「長野県で試合が
したい。家族や友達に強くなった自分を見てほしい」
と語っており、長野県初の世界チャンピオンになるこ
とを目指して、日々のトレーニングに励んでいます。
このタイトルは、元ＷＢＣ世界バンタム級チャンピオ
ンの辰吉丈一郎さんをはじめ、新・浪速のロッキーこ
と亀田興毅さんらがアマチュア時代に獲得しています。

� ▲

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
む
西
沢
さ
ん

��������	

��������	
�������
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■
防
災
マ
ッ
プ
の
活
用

　

梅
雨
時
の
集
中
豪
雨
や
台
風
で
、

水
害
が
発
生
し
や
す
い
季
節
に
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
各
ご
家
庭
へ

配
布
致
し
ま
し
た
防
災
マ
ッ
プ
に

は
、
各
地
域
の
洪
水
想
定
区
域
、

避
難
施
設
や
そ
の
他
洪
水
時
の
円

滑
、
迅
速
な
避
難
の
確
保
を
図
る

た
め
に
必
要
な
事
項
を
示
し
て
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
各
ご
家
庭
で
再

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

①
６
月
は
「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」

で
す
。

　

一
瞬
に
し
て
命
や
大
切
な
財
産

を
奪
う
、
土
石
流
・
地
す
べ
り
・

が
け
崩
れ
な
ど
の
土
砂
災
害
の
ほ

と
ん
ど
は
、
長
雨
や
大
雨
、
雪
解

け
が
引
き
金
と
な
っ
て
発
生
し
て

い
ま
す
。梅
雨
の
時
期
を
迎
え「
土

砂
災
害
」
に
備
え
、
わ
た
し
た
ち

の
家
の
ま
わ
り
の
危
険
箇
所
を
確

認
し
、
災
害
に
備
え
て
、
避
難
場

所
や
避
難
路
を
家
族
と
話
し
合
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
災
害
が
起
こ
る
前
に
逃
げ
る
勇

気
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

土
砂
災
害
は
、
降
り
続
い
た
雨

の
量
が
多
く
な
る
と
発
生
し
や
す

い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
防
災
情

報
や
気
象
情
報
に
注
意
す
る
と
と

も
に
、
異
常
な
状
況
を
発
見
し
た

り
危
な
い
と
感
じ
た
と
き
は
、
た

め
ら
わ
ず
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

③
土
砂
災
害
警
戒
情
報

　

土
砂
災
害
警
報
情
報
や
土
砂
災

害
に
関
す
る
質
問
や
相
談
は
、
中

野
建
設
事
務
所
「
土
砂
災
害　

番
」

110

窓
口
（�
�
３
１
３
８
）
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
平
日
の
午
前
８
時

　

分
か
ら
午
後
５
時　

分
ま
で
と
、

30

15

大
雨
注
意
報
・
警
報
発
令
中
に
利

用
で
き
ま
す
。

■
納
期
限
は
翌
月
末
日

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月
の

末
日
が
納
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、　

歳
か
ら

65

生
涯
受
け
ら
れ
る
「
老
齢
基
礎
年

金
」
や
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
に
受
け
ら
れ
る
「
障

害
基
礎
年
金
」
な
ど
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限

ま
で
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

■
納
め
方
は
い
ろ
い
ろ

　

保
険
料
は
、
毎
年
４
月
に
送
ら

れ
る
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案

内
書
」 （
納
付
書
） に
よ
り
、金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
窓
口
で
納
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を

利
用
し
て
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
口
座
振
替
に
す
る
と

　
 「
忙
し
く
て
納
め
に
行
け
な
い
」

と
い
う
方
は
、
手
間
が
省
け
て
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
い
口
座
振

替
の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

手
続
き
は
、
金
融
機
関
・
郵
便

局
の
窓
口
で
「
国
民
年
金
保
険
料

口
座
振
替
申
出
書
」
に
よ
り
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
に
は
、
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
・
預
金
通

帳
・
口
座
届
出
印
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
当
月
分
の
保
険
料
を
当

月
末
に
振
り
替
え
る
「
早
割
」
を

利
用
さ
れ
ま
す
と
、
保
険
料
が
毎

月　

円
割
り
引
か
れ
て
お
得
で
す
。

40
た
だ
し
、
初
回
は
原
則
と
し
て
、

前
月
分
と
当
月
分
の
２
カ
月
分
が

振
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

中
野
市
消
費
者
の
会
に
よ
り
、

食
用
廃
油
と
手
作
り
石
け
ん
の
交

換
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
日　

６
月　

日�
、　

日�

17

18

時
間
（
１
日
２
回
）

午
後
０
時　

分
〜
１
時　

分

30

30

午
後
５
時　

分
〜
６
時　

分

30

30

交
換
場
所　

中
町
…
塩
川
ヨ
シ
宅

西
町
…
馬
島
柾
子
宅
、
一
本
木
…

風
間
一
江
宅
、
東
山
団
地
…
東
山

食
堂
、
間
山
…
小
林
優
子
宅
、
江

部
…
酒
井
春
子
宅
、
東
吉
田
…
頓

所
文
子
宅
、
平
岡
…
佐
藤
八
栄
子

宅
（
ナ
ガ
ノ
装
飾
）、
三
ツ
和
…

三
ツ
和
農
産
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

手
作
り
石
け
ん
づ
く
り
講
習
会

日
時　

６
月　

日�
午
前　

時
〜

19

10

　

時　

分

11

30

会
場　

市
民
会
館
駐
車
場

持
ち
物　

手
袋
、 廃
油 （
無
く
て
も
可
）

国
民
年
金
保
険
料
は

納
期
限
ま
で
に

長
野
北
社
会
保
険
事
務
所

０
２
６
（　

）
４
１
０
０

244

�

庶
務
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

庶
務
課
防
災
係
（
内
線
２
１

０
）
ま
た
は
豊
田
支
所
総
務

課
庶
務
係
（
内
線
１
１
４
）

�

食
用
廃
油
を

手
作
り
石
け
ん
と
交
換

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係
（
内
線

２
３
８
）
ま
た
は
豊
田
支
所
市
民

環
境
課
市
民
環
境
係
（
内
線
１
５
１
）

�

�������
���������	
���

���������	
�������

・暴走族を許さない気持ちを持ちましょう
・暴走族の集結場所を警察に連絡しましょう
・改造バイクを見たら、警察に連絡しましょう

��������	
����
　市では、平常時及び災害発生時の情報伝達体制を確保し、皆様
の安全を守ることを目的に、防災行政無線（同報系）を市内に設
置し、住宅地のほぼ全域を通報可能範囲といたしましたが、住宅
の構造、風向き、スピーカーの向き、近隣の交通事情等により、
各ご家庭において聞き取りにくい状況となっております。
　こうした場合、今後、以下の方法によって放送内容が確認でき
るようになりましたのでご利用ください。
電話から
・ご自宅のＮＴＴ一般加入電話や携帯電話を利用して、放送内容
　を確認することができます。
・ご利用方法

　　０１２０-８９２-５６０          をダイヤルしてください。 （通話無料）
ハ ヤ ク キ コ ウ ム セ ン

中野市公式ホームページから（ホームページを閲覧できる環境が必要です。）
・防災行政無線の放送文により、内容を確認することができます。
・ご利用方法
　ＵＲＬ　http://www.city.nakano.nagano.jp
　　パソコン：「暮らしの情報」⇒「防災行政無線放送」
　　携帯電話：「防災情報」⇒ 「防災行政無線放送」
問い合わせ先　庶務課防災係（内線２１０）または豊田支所総務課
庶務係（内線１１４）
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■
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
防
除

　

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
ア

メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
が
発
生
し
ま

す
の
で
、
早
め
に
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

防
除
の
方
法　

幼
虫
は
、
大
き
く

な
る
と
巣
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
の

で
、
分
散
す
る
前
に
枝
葉
を
切
り

と
っ
て
焼
い
て
し
ま
う
か
、
踏
み

つ
ぶ
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
虫

が
分
散
し
た
と
き
は
、
農
薬
を
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

■
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
病
ま
ん
延
防
止

　

対
策

①
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
コ
イ
の
放
流

は
、
当
分
の
間
行
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
行
う

場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
漁
協
及
び

水
産
試
験
場
に
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
の
間

18

31

は
、
公
共
用
水
面
等
（
養
魚
場
や

個
人
の
池
は
除
く
）
に
お
い
て
、

コ
イ
を
採
捕
し
た
者
は
、
生
き
た

ま
ま
コ
イ
を
持
ち
出
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

※
市
内
の
河
川
湖
沼
で
死
亡
魚
等

コ
イ
の
異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
、

市
役
所
農
政
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、「
い
で
湯
の
里
・
菜
の

花
苑
」
の
２
施
設
で
は
、
短
期
入

所
の
送
迎
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

７
月
１
日
か
ら
は
、「
望
岳
荘
・

高
社
寮
・
千
曲
荘
・
ふ
る
さ
と
苑
」

に
お
い
て
も
送
迎
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
外
国
人

を
雇
用
す
る
際
に
は
、
①
パ
ス
ポ

ー
ト
の
上
陸
許
可
証
印
②
外
国
人

登
録
証
明
書
③
就
労
資
格
証
明
書

な
ど
を
確
実
に
確
認
し
、
就
労
さ

せ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
仕
事
の
内

容
が
在
留
資
格
の
範
囲
内
の
活
動

か
、
在
留
期
間
を
過
ぎ
て
い
な
い

か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
不
法
入
国
、
在
留
期
間

切
れ
な
ど
の
、
不
法
就
労
外
国
人

を
雇
用
し
て
不
法
に
働
か
せ
た
場

合
に
は
、「
不
法
就
労
助
長
罪
」
と

し
て
処
罰
さ
れ
ま
す
。

農
政
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

農
政
課
振
興
係
（
内
線
２
５

３
）
ま
た
は
豊
田
支
所
経
済

課
農
政
係
（
内
線
１
２
４
）

�

保
育
園
の

園
庭
開
放

厚
生
課
児
童
係
（
内
線
２
９
３
）

ま
た
は
豊
田
支
所
保
健
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
１
４
３
）

�

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
短
期
入
所
送
迎

北
信
広
域
連
合
事
務
局
保
険

福
祉
係
（（　

） ８
４
０
０
）
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　コンポスト化施設により製造した肥料
なかの 「おすみちゃん」の販売があります。
皆さんぜひご利用ください。
６月の販売日

８日�、19日�、22日�
販売価格（税込み）

１袋 （15㎏） 200円、バラ （500㎏） 2,500円
※バラは予約制となります。販売日の10
　日前までに必ず予約をしてください。
販売場所　中野浄化管理センター
　　　　（中野市大字江部511番地）
販売時間　午前９時から午後１時まで
問い合わせ先　下水道課施設管理係（内
線２８１）または豊田支所下水道係（内線１３７）
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　農作物の被害防止を図るため、市猟友

会のご協力により害鳥獣駆除を実施します。

■害鳥駆除

実施日　11日�、18日�、25日�

区域　中野地域

■野猿巡回駆除

実施日　15日�、29日�

区域　栗和田から桜沢にかけた山際

◎その他　害鳥獣による農作物の被害を

受けた場合は、下記までご連絡下さい。

問い合わせ先　農作物害鳥獣駆除推進協

議会事務局（市役所農政課内�（２２）２１１１

内線２５１、有線２０６４４）

��������	
��

外
国
人
労
働
者
の

不
法
就
労
防
止
に

ご
協
力
を

中
野
警
察
署
（（　

） ０
１
１
０
）

26

ま
た
は
東
京
入
国
管
理
局
長
野

出
張
所 （
０
２
６ （　

） ３
３
１
７
）

232

�

期
日　

６
月
か
ら
平
成　

年
３
月

18

ま
で
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

時
間　

午
前
９
時
〜　

時
11

場
所　

市
内
公
立
保
育
園

対
象　

就
業
前
児
童
と
保
護
者

持
ち
物　

着
替
え
な
ど

そ
の
他　

費
用
は
無
料
で
、
事
前

に
申
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
参
加
者
の
保
育
園
で
の
事

故
は
、
保
護
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

　

一
本
木
公
園
は
、
近
隣
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
、
様
々
な
野
外
活

動
に
、
憩
い
の
場
に
と
多
目
的
に

利
用
さ
れ
て
お
り
、
春
に
は
桜
が
、

５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
は
約

５
７
０
種
類
（
１
２
０
０
株
）
の

バ
ラ
な
ど
が
咲
き
誇
り
、
市
民
の

目
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
園
内
に
は
、

菊
池
一
雄
の
野
外
彫
刻
が
点
在
し
、

緑
豊
か
な
公
園
に
文
化
の
香
り
を

添
え
て
い
ま
す
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
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商
工
業
及
び
農
業
の
振
興
を
図

る
た
め
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
の
『
市
内
企
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』

に
お
い
て
、
市
内
企
業
の
紹
介
等

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
登
録
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
当
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
掲
載
希
望
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
の

う
え
、
次
の
事
項
を
Ｅ
メ
ー
ル
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

登
録
内
容　

事
業
所
名
（
ふ
り
が

な
）、 業
種
、
業
務
の
詳
細
、
ご
住

所
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ

Ｌ
、
Ｐ
Ｒ
コ
メ
ン
ト
（　

字
以
内
）

50

市
内
企
業
紹
介
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.nakano.nagano.

jp/city/shokan/kigyoushoukai/
index.htm

1

Ｆ
Ａ
Ｘ　
�
５
９
２
４

Ｅ
メ
ー
ル

shoko@
city.nakano.nagano.jp

　

空
き
住
宅
及
び
７
月
か
ら
９
月

ま
で
の
間
に
明
渡
し
の
あ
っ
た
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

６
月　

日�
〜　

日�

13

21

募
集
す
る
住
宅　

東
山
、 泉
、 長
元

坊
、 小
田
中
、 城
下
の
各
市
営
団
地

抽
選
日
時
及
び
会
場

６
月　

日�
　

午
後
２
時

27

市
民
会
館　

号
会
議
室

42

選
考
方
法　

公
開
抽
選
に
よ
り
入

居
順
位
を
決
定
す
る
。

入
居
者
の
資
格
（
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
）

�
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
事
実
上
婚
姻
関
係

と
同
様
の
事
情
に
あ
る
方
及
び
婚

姻
予
定
の
方
等
を
含
む
）
が
あ
る
方

�
条
例
で
定
め
る
範
囲
内
の
収
入

で
あ
る
方

�
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
の
が
明

ら
か
な
方

�
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
方

�
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

●
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
へ

　

福
祉
医
療
費
の
給
付
対
象
と
な

っ
て
い
る
方
が
お
持
ち
の
受
給
者

証
の
有
効
期
限
は
、
７
月　

日
ま

31

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

新
た
に
受
給
者
証
交
付
申
請
書
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
、
受
給
資
格

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
５
月
下
旬

に
通
知
文
と
申
請
用
紙
を
送
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
６
月
中
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

●
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
へ

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、
６
月
中
に
「
現
況
届
」

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
現
況
届
は
、
毎
年
６
月

１
日
現
在
の
状
況
を
確
認
し
、
児

童
手
当
を
引
き
続
い
て
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
、
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
５
月
下

旬
に
現
況
届
の
用
紙
を
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
現
況
届
が
未

提
出
の
場
合
、
６
月
分
以
降
の
児

童
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
度
の
教
科
用
図
書
採

17

択
に
係
る
図
書
の
展
示
会
を
開
催

し
ま
す
。

場
所　

下
高
井
教
育
会
館

開
催
期
間　

６
月　

日�
か
ら
７

20

月　

日�
ま
で

11
※
土
・
日
曜
日
及
び
水
曜
日
の
午

後
は
休
館

時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で

出
品
者
資
格　

長
野
県
内
在
住
で

　

歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

60部
門　

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

手
工
芸
、
書
、
写
真

申
込
締
切　

８
月
１
日�
ま
で

申
込
方
法　

高
齢
者
作
品
展
出
品

票
（
所
定
用
紙
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

作
品
搬
入　

９
月
１
日�
ま
で
に
、

市
役
所
高
齢
者
福
祉
課
ま
で
お
持

ち
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

出
品
企
画
等
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
募
集
案
内
を
お
取
り

寄
せ
く
だ
さ
い
。

★
ソ
フ
ァ
ー
★
子
供
用
ベ
ッ
ド

★
エ
ア
コ
ン
★
三
味
線
★
電
動

車
イ
ス
★
車
イ
ス
★
自
転
車
★

足
踏
み
ミ
シ
ン
（
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
調
）
★
テ
レ
ビ
デ
オ
★
ビ
デ

オ
デ
ッ
キ
★
Ｍ
Ｄ
コ
ン
ポ
★
テ

レ
ビ
★
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
★
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
★
箱
型
補
聴
器

★
プ
レ
ハ
ブ
物
置
★
ブ
ラ
ン
コ

★
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
用
も
み

の
木
★
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
★

ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル
★
ベ
ビ
ー
ゲ

ー
ト
★
寝
袋
★
オ
ー
ブ
ン
レ
ン

ジ
★
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ

き
★
ピ
ア
ノ
用
イ
ス
★
コ
ン
ビ

ラ
ッ
ク

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
５
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
、
ゴ
ミ
の
減

量
化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ

な
く
な
っ
た
物
・
欲
し
い
物
を

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ

こ
に
掲
載
し
て
い
る
以
外
の
物

も
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
５
月　

日
現
在
で
掲
載
）

17

★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ
（
カ
セ
ッ
ト

使
え
な
い
）
★
木
製
ベ
ッ
ド
★

オ
ル
ガ
ン
★
電
気
オ
ル
ガ
ン
★

冷
蔵
庫
★
除
雪
用
シ
ャ
ベ
ル
★

座
卓
★
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
★

ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
★
布
団
乾
燥

機
★
ス
タ
ッ
ト
レ
ス
タ
イ
ヤ
★

ス
キ
ー
セ
ッ
ト
★
三
味
線
★
水

槽
★
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
用
手

す
り
★
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�

高
齢
者
作
品
展

作
品
募
集

高
齢
者
福
祉
課
保
健
福
祉
係
（
内

線
２
９
７
）
ま
た
は
豊
田
支
所
保

健
福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
１
４
２
）

�

市
内
企
業
紹
介

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用

商
工
観
光
課
商
工
係
（
内
線
２

５
８
）
ま
た
は
豊
田
支
所
経
済

課
商
工
観
光
係
（
内
線
１
２
２
）

�

厚
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

厚
生
課
厚
生
係（
内
線
２
９
２
）

ま
た
は
豊
田
支
所
保
健
福
祉

課
福
祉
係
（
内
線
１
４
３
）

�

教
科
書
展
示
会

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係（
内

線
３
０
４
）ま
た
は
豊
田
支
所

学
校
教
育
係
（
内
線
３
１
１
）

�

市
営
住
宅
入
居
者

定
期
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係
（
内

線
２
７
３
）
ま
た
は
豊
田
支
所

建
設
課
建
設
係
（
内
線
１
３
４
）

�
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※
押
し
花
、 デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
、バ

ラ
の
俳
句
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

企
画
展
「
夢
い
ろ
押
し
花
―
色

と
り
ど
り
の
花
表
現
」

６
月　

日�
〜
７
月
３
日�

15

※
世
界
的
な
受
賞
作
家
や
人
気
作

家
の
作
品
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。

特
別
展「 
籐 
と 
蔓 
の
造
形
展（
バ

と
う 

つ
る

ラ
の
さ
さ
や
き
）」

６
月　

日�
ま
で

12

「
岩
月
久
子　

水
彩
画
展
」

６
月　

日�
〜　

日�

15

20

「
粘
土
工
芸
シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク

ス
作
品
展
」

６
月　

日�
〜　

日�

15

27

「
山
田
晃　

油
絵
個
展
」

６
月　

日�
〜
７
月
４
日�

22

火
曜
日
休
館
。
施
設
使
用
予
約

は
６
か
月
前
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

「
な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
特
別
イ

ベ
ン
ト
」

６
月　

日�
ま
で

12

※
音
楽
家
の
久
石
譲
先
生
や
フ
ラ

ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ケ
イ
山
田
先

生
な
ど
の
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

市
収
蔵
絵
画
展
「
緑
が
繁
る
高

橋
政
文
展
」

６
月　

日�
〜
７
月　

日�

15

24

※
市
で
収
蔵
す
る
高
橋
政
文
先
生

の
絵
画
作
品
の
中
か
ら
、 信
州
の
緑

豊
か
な
風
景
画
を
展
示
し
ま
す
。

「
な
か
の
バ
ラ
ま
つ
り
特
別
イ

ベ
ン
ト
」

６
月　

日�
ま
で

12

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�
�
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会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談
毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談
毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 16:30法律相談
毎月第１・ ３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市社会福祉協議会
� ２６－３１１１

毎月第２・４木曜日
13：30～15：30心の広場相談

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)７月11日�
13:00 ～16:00行政相談所 豊田支所相談室

( 内線 114)
(豊田地域)７月11日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00女性相談窓口 (面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市教育委員会
( 内線 304)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども教育相談室 図書館朗読室

( � 23 － 3955）
毎週火・木曜日
13:00 ～ 17:00

� ２６ － １２６０
(中野児童センター内)

毎週火曜日
９ :30 ～ 11:30テレホン子育て相談

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

� ２３ － ３１９１
(市教育委員会内)常時いじめ相談３１９１
南宮庁舎職業相談室
(�23 － 4710）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

そ
の
他　

材
料
費
が　

円
程
度
か

200

か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

期
日　

６
月　

日�
24

時
間　

午
後
７
時
か
ら
８
時

場
所　

中
山
晋
平
記
念
館

出
演
者　

バ
リ
ト
ン
・
佐
藤
文
行

さ
ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
・
赤
沢
啓
子
さ

ん
、
ピ
ア
ノ
・
宮
腰
由
子
さ
ん

入
場
料　

無
料

　

皆
で
お
話
を
聞
い
た
り
、
お
し

ゃ
べ
り
を
し
た
り
し
て
、
寝
た
き

り
や
認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

中
野
地
域

●
６
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

20

・
新
保
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

●
７
月
１
日�
午
後
２
時
〜
４
時

・
東
山
団
地
集
会
所

豊
田
地
域

●
６
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

10

・
奥
手
山
公
会
堂

●
６
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

17

・
硲
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

●
６
月　

日�
午
前
９
時　

分
〜

24

30

　

時　

分
・
米
山
集
会
所

11

30

●
６
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

24

・
涌
井
集
会
所

●
７
月　

日�
午
後
２
時
〜
４
時

12

・
北
永
江
集
会
所

　

平
成　

年
４
月　

日
か
ら

17

21

５
月　

日
ま
で
の
受
付
分
を

20

掲
載
し
ま
す

▼
豊
田
地
域
の
小
・
中
学
校
の

図
書
購
入
費
と
し
て
、

　

図
書
券
（　

円
券　

枚
）〈
首

500

200

都
圏
豊
田
村
出
身
者
の
会
様
〉

▼
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　
100

周
年
を
記
念
し
て
新
た
に
開

園
す
る
中
央
広
場
公
園
へ
、

　

彫
像
（
薔
薇
の
花
籠
を
持
つ

女
神
）〈
中
野
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
様
〉

▼
卒
業
記
念
品
と
し
て
、

　

コ
ー
ス
ロ
ー
プ
〈
平
成　

年
16

度
高
丘
小
学
校
卒
業
生
保
護

者
会
様
〉

▼
市
内
各
保
育
園
へ
、

　

色
紙
（
５
４
０
０
０
枚
）〈
東

京
都
江
戸
川
区
・
武
田
浄
様
〉

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

相談は無料、 秘密は厳守
������ 介

護
予
防
地
域
講
座

（
お
達
者
ク
ラ
ブ
）

高
齢
者
福
祉
課
保
健
福
祉
係

（
内
線
２
９
６
）
ま
た
は
豊

田
支
所
内
豊
田
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
（
内
線
１
４
４
）

�

蛍
コ
ン
サ
ー
ト　

晋
平
･

雨
情
･
須
磨
子
の
夕
べ

中
山
晋
平
記
念
館 （（　

） ７
０
５
０
）

22

�
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　いつも、お兄ちゃんとお庭で
遊んでいます。好きな食べ物は
イチゴです。
　自分の意見をはっきり言える
子になってほしいと思います。
（神田 雅之・朱美さん 上今井）

�������

��������
（平成17年５月１日現在） （平成17年５月１日現在）

������   くん （３歳１か月）
は る

中野保健センター �26－6986
休日診療所： �26－2337
休日当番薬局携帯電話 �090－4125－8402
 （ともに ９ 時～17 時。日・祝日のみ）

市 役 所 保 健 課 �22-2111 内線242 ・ 243
豊田支所保健福祉課 �38-3111 PHS 6120

����

���������	
�

����

�������������

　病気のこと、生活のこと、職業の
ことなど、悩みや問題をかかえてい
る方はご相談ください。難病以外の
慢性疾患でお悩みの方の相談も受け
付けます（事前に予約が必要です）。
期日／６月26日�
受付時間／正午～２時
会場／北信保健所
申し込み先／北信保健所保健予防課

�0269(62)6311または
北信保健所中野支所�
(22)3185

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
ください。
※旧豊田村区域の方も、都合により
中野保健センターで受けたい場合
は、接種を受けられます。

受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

17年２月１日～
　　２月28日生６月21日�

３か月
健 診

16年10月１日～
　　10月31日生６月22日�７か月

健 診

15年11月１日～
　　11月30日生６月24日�

１歳 
６か月
健 診

15年５月１日～
　　５月31日生６月20日�２ 歳

健 診

14年５月１日～
　　５月31日生６月23日�３ 歳

健 診

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

６月21日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成17年２月生まれ
※３か月健診時に行います。

日　本　脳　炎
受付時間／午後１時～１時50分
<中野保健センター >
７月４日�…日野、 延徳、 平野
　　５日�…中野(西条、 小田中、 東吉田)
　　６日�…中野(上記以外の地区)
　　７日�…高丘、 長丘、 平岡、 科野、 倭
　　19日�…日野、 延徳、 平野
　　20日�…中野
　　21日�…高丘、 長丘、 平岡、 科野、 倭

<豊田保健センター >
７月８日�…豊田全域
　　22日�…豊田全域
１期初回＝３歳の幼児で、１～４
　　　　　週間隔で２回接種
１期追加＝初回接種後、約１年を
　　　　　経過した後１回接種
《７歳６か月未満まで接種可能》

対
象 
・ 
接
種
方
法

三種混合(ジフテリア、 百日せき、 破傷風)
受付時間／午後１時～１時50分
<中野保健センター >
７月13日�…日野、 延徳、 平野
　　14日�…中野
 　　15日�…高丘、 長丘、 平岡、 科野、 倭
１期初回＝３か月～１歳の乳幼児
　　　　　 （３～８週間隔で３回接種）
１期追加＝１歳６か月～３歳の幼
　　　　　児（初回終了後12～18
　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

対
象 
・ 
接
種
方
法

期日／７月５日�
時間／午前９時30分～11時45分
会場／北信保健所中野支所
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　エプロン、ふきん
内容／妊娠の経過と起こりやすい異
　　　常・妊産婦の栄養（調理実習）

※都合の悪い場合は翌月お出かけく
　ださい。

　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。
子供―こだわりが強い、登校拒否、
　　　家庭内暴力、過食など
大人―イライラ、不眠、物忘れ、意

欲減退、おかしなことを言う
など

期日／７月11日�
時間／午後２時～４時
会場／市民会館44号会議室
※相談は無料ですが、事前に予約が
必要です。相談を希望される方は、
７月８日�までに市役所保健課へ
お申し込みください。

　７月は、麻しんの個別接種の実施
月です。
　対象者となる方は、６月中に医療
機関へ予約してください。（無料）
接種適期／12か月～15か月の幼児（７
　　　　　歳６か月未満まで接種可能）

人　口　４７,４７９人（－13）
　男　　２２,９００人（± 0）
　女　　２４,５７９人（－13）
世帯数　１４,９８８戸（＋30）

麻しん（はしか）

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種



　

初
夏
の
青
空
を
雄
大
に
泳
ぐ

鯉
の
ぼ
り
を
そ
こ
か
し
こ
で
見

か
け
る
。
少
子
化
と
な
っ
た
現

代
に
あ
っ
て
、
鯉
の
ぼ
り
や
武

者
絵
の 
幟  
旗 
を
見
つ
け
る
と
、

の
ぼ
り 
ば
た

子
を
も
つ
幸
せ
と
子
の
育
ち
へ

の
強
い
願
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

そ
し
て
鯉
の
ぼ
り
に
は
、
子
を
思
う

親
の
願
い
が
託
さ
れ
る
と
と
も
に
、
子

ど
も
の
存
在
を
地
域
に
知
ら
せ
る
役
割

り
も
併
せ
持
つ
と
考
え
る
。
�
家
の
宝
は

地
域
の
宝�
。未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
成
長
を
、
家
庭
の
み
な
ら
ず
地

域
で
も
祈
り
、
見
守
る
風
土
が
い
つ
ま

で
も
残
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
止
ま

な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
地
域
の
端
午
の
節
句

は
、
月
遅
れ
で
行
わ
れ
る
の
で
六
月
五
日
。

月
遅
れ
で
行
わ
れ
る
の
は
全
国
的
に
み

て
も
少
な
い
ら
し
い
。
春
の
う
ら
ら
か

な
天
気
が
多
く
な
る
こ
の
時
期
に
鯉
の

ぼ
り
が
泳
ぎ
は
じ
め
、
梅
雨
に
向
か
う

ま
で
の
間
、
優
雅
に
泳
い
で
い
ら
れ
る

こ
の
月
遅
れ
の
風
習
も
貴
重
で
あ
る
。

　

初
夏
の
青
空
を
悠
々
と
泳
い
で
い
る

鯉
の
ぼ
り
を
見
上
げ
て
い
る
と
、
な
ん

だ
か
お
お
ら
か
な
気
持
ち
に
な
る
。

　

子
ど
も
た
ち
よ
、
た
く
ま
し
く
健
や

か
に
育
て
。　

バ
ン
ザ
ー
イ

（
＠
）

１１ 文 化 な か の／05.６

田植えの終わった水田に残雪の山々が映える

　

「
田
ん
ぼ
に
水
の
入
る
こ
ろ
は
寒
い
も
ん
だ
」

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
今
年
も
田
ん
ぼ
に
水

が
張
ら
れ
、
朝
夕
の
冷
え
た
空
気
の
中
、
水
面

は
み
ど
り
に
映
え
る
山
々
を
う
つ
し
て
い
る
。

か
え
る
の
大
合
唱
も
こ
の
地
の
風
物
詩
。

　

狭
い
我
が
庭
に
も
、
意
外
と
早
い
時
期
に
、

か
え
る
が
一
・
二
匹
鳴
い
て
く
れ
る
の
が
う
れ

し
か
っ
た
の
に
、
今
年
は
未
だ
に
聞
こ
え
な
い
。

　

失
わ
れ
行
く
自
然
を
、
山
鳩
の
声
の
途
絶
え

が
ち
に
も
感
じ
て
い
る
の
で
す
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんににににににににににににににににちちちちちちちちちちちちちちちちはははははははははははははははは分分分分分分分分分分分分分分分分館館館館館館館館館館館館館館館館「「「「「「「「「「「「「「「「田田田田田田田田田田田田田田田田上上上上上上上上上上上上上上上上分分分分分分分分分分分分分分分分館館館館館館館館館館館館館館館館」」」」」」」」」」」」」」」」◆こんにちは分館「田上分館」
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ふふふふふふふふふふふふふふふふるるるるるるるるるるるるるるるるささささささささささささささささととととととととととととととととのののののののののののののののの歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴史史史史史史史史史史史史史史史史◆ふるさとの歴史

「「「「「「「「「「「「「「「「伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝承承承承承承承承承承承承承承承承豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊かかかかかかかかかかかかかかかかなななななななななななななななな田田田田田田田田田田田田田田田田上上上上上上上上上上上上上上上上村村村村村村村村村村村村村村村村」」」」」」」」」」」」」」」」　　「伝承豊かな田上村」
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ググググググググググググググググルルルルルルルルルルルルルルルルーーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププ紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介介介介介介介◆グループ紹介

「「「「「「「「「「「「「「「「高高高高高高高高高高高高高高高高丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘丘卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓卓球球球球球球球球球球球球球球球球ククククククククククククククククララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブ」」」」」」」」」」」」」」」」　　「高丘卓球クラブ」
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館フフフフフフフフフフフフフフフフォォォォォォォォォォォォォォォォトトトトトトトトトトトトトトトト◆公民館フォト
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆今今今今今今今今今今今今今今今今月月月月月月月月月月月月月月月月のののののののののののののののの伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板◆今月の伝言板
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な
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と
な
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コ
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子どものための
公民館事業を問い深める

「チャレンジ子ども教室」
３年間の実践のまとめと

次へのステップアップを目指します
 “自分からよい汗をかけば子どもは育つ”という仮説を
もって３年間取り組んできた「チャレンジ子ども教室」。
旧中野市中央・北部・西部の3公民館では、それぞれの
地域性と特質を発揮させながら事業実践してきたこと
をまとめ、次へ歩みを進めます。

土器づくり（中央公民館）土器づくり（中央公民館）

平成17年度は子ども事業を原点から見直しながら進めます

○　前年と同じ事業を同じように実施してしまっている、前年踏襲の傾向を打破するよう努めたい。
○　家庭、学校との連携をより深めながら、子どもを育てたい。生活環境や子どもの理解を深め、どの
ように育てていったらよいのかを探り、指導の目標や内容、指導の仕方も考えていきたい。そして指
導した後、子どもが何を学ぶことができたのか、子どもの成長にどう関わることができたのか確かめ
ていきたい。

○　子どもを自然の中に呼び戻してあげたい。今や街角から
子どもが消えてしまった。子どもは本来、自然の中を駆け
回る存在である。

○ 「子どもが育つ」生活環境を見返し改善していきたい。
　　子どもが育つ生活環境は、大人にとっても住みよい生活
環境であるはず。幼児が育つ上で遊び場は是非とも必要で
あり、そこで遊びに知恵を出し、共遊びの中で社会性を身
につけていくと言われている。現在の家庭、地域社会の子
どもの遊び場はどうなっているのだろうか、このあたりに
も問題意識をもっていきたい。

＜反省点・問題点として捕らえていること＞

以上の視点から、左記のテーマを据えてきました。

北部公民館あるある探検隊北部公民館あるある探検隊

自然観察（西部公民館）自然観察（西部公民館） もち米づくり（北部公民館）もち米づくり（北部公民館）
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テーマ 公民館の子ども事業を
　子どもの理解を深めることを通して
　　どうとらえ実践していったらよいか

目　

標

内　

容

　

中
野
市
の
子
ど
も
の
置
か
れ
て
い
る
生
活

環
境
や
子
ど
も
理
解
を
図
り
、
そ
こ
に
根
ざ

し
た
講
座
・
教
室
を
展
開
し
て
、
公
民
館
の

果
た
す
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

●
今
の
中
野
市
の
子
ど
も
の
発
達
に
関
わ
る

気
づ
き
で
、「
よ
い
と
思
う
こ
と
」
と
「
気

に
か
か
る
こ
と
」
を
明
ら
か
に
す
る
。

●
子
ど
も
の
生
活
環
境
の
状
況
を
知
り
、
成

長
と
ど
う
関
係
し
て
い
る
か
調
べ
る
。

●
ど
ん
な
子
ど
も
に
育
て
て
い
く
の
が
よ
い

の
か
考
え
て
い
く
。

●
中
央
公
民
館
、
北
部
公
民
館
、
西
部
公
民

館
、
豊
田
公
民
館
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
性

や
特
性
を
考
え
な
が
ら
、
現
在
実
践
し
て

い
る
事
業
も
含
め
て
平
成
十
八
年
度
の
事

業
を
決
め
出
し
て
い
く
。

※
調
査
・
研
究
は
学
習
活
動
専
門

　

委
員
会
を
組
織
し
て
進
め
る
。

〈
市
民
の
皆
様
へ
の
お
願
い
〉

　

こ
の
計
画
を
推
し
進
め
て
い
く
上

で
の
ご
意
見
を
、
中
央
公
民
館
ま
で

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

調査・研究推進計画 
　第１回 専門委員会 （５月下旬）
　　　　　○ 研究討議
　　　　　○ 専門委員会の組織・ 正副委員長の選出（総括・全体会の司会・研究調査推進）

　第２回 専門委員会 （６月中旬）
　　　　　○ 中野市の子ども理解を図るための実態調査内容と方法を考える

　第３回 専門委員会 （６月下旬）
　　　　　○ 調査内容の発表と討議・子ども理解
　　　　　○ 第４回 専門委員会の計画

　第４回 専門委員会 （７月下旬）
　　　　　○ 子どもの生活環境についての調査結果の発表と話し合い
　　　　　○ 子どもの育ちと環境について考え合う

　第５回 専門委員会 （８月下旬）
　　　　　○ 今までの調査・討議から総合考察をする

　第６回 専門委員会 （９月下旬）
　　　　　○ 現在実践している事業も含めて、公民館で立ち上げたい子ども事業について考え合
　　　　　　 っていく

　第７回 専門委員会 （11月中旬）
　　　　　＜発表会＞　子どもが育つために今、家庭、地域では何をどのようにすればよいのか。
　　　　　　　　　　　テーマについての調査・研究の成果を発表する（公開）

　第８回 専門委員会 （平成18年１月中旬）
　　　　　○ 本年度のまとめと平成18年度の子ども事業推進の具体計画を立てる
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ふ
る
さ
と
の
歴
史

　

田
上
地
区
は
東
に
高
社
山
、
西
に

千
曲
川
の
間
に
ひ
っ
そ
り
と
位
置
す

る
、
静
か
で
心
の
豊
か
な
地
区
で
す
。

　

今
年
は
、
分
館
役
員
の
交
代
年
で

す
の
で
、
四
月
に
事
業
計
画
が
で
き
、

分
館
報
も
発
行
し
配
布
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
分
館
の
事
業
の
活
動
期
に

な
り
ま
す
。

　

最
初
は
、
常
会
対
抗
の
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
で
す
。
今
年
は
田
植
え
時

期
を
は
ず
し
、
六
月
上
旬
予
定
し
て

い
ま
す
。
試
合
後
の
交
流
会
が
一
番

の
楽
し
み
で
す
。

　

今
年
の
史
跡
め
ぐ
り
は
、
合
併
し

た
豊
田
方
面
へ
の
視
察
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

八
月
は
盆
踊
り
仮
装
大
会
、
九
月

は
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
ほ
か
、
い

ろ
い
ろ
な
行
事
が
続
き

ま
す
。
ま
た
、
趣

味
の
会
の
ソ
バ
打

ち
、
カ
ラ
オ
ケ
、

謡
曲
、
生
け
花
、

陶
芸
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

来
年
一
月
十
五

日
に
は
、
道
祖
神
、

新
生
児
祝
い
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
物
作
り
も
昔
か
ら
伝
わ
る

大
判
小
判
、
紅
白
の
ダ
ン
ゴ
を

飾
り
ま
す
。
水
木
で
男
女
の
神

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館
分
館
分
館

体
を
作
り
新
生
児
に
贈
り
ま
す
。
そ

の
た
め
か
田
上
の
子
ど
も
は
元
気
に

育
っ
て
い
ま
す
。
大
人
も
子
ど
も
に

負
け
ず
に
元
気
、
元
気
で
す
。

　
　
　

田
上
分
館
長　

常
田　

正
彦

　

卓
球
を
も
っ
と
普
及
さ
せ
よ

う
と
、
市
で
は
各
地
区
ご
と
に

卓
球
教
室
を
開
設
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
次
々
と
卓
球
ク
ラ
ブ

が
結
成
さ
れ
、
昭
和
六
〇
年
秋

に
「
高
丘
卓
球
ク
ラ
ブ
」
が
発

足
し
ま
し
た
。
発
足
以
来
二
〇

年
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
の
会

員
は
男
性
七
名
、
女
性
八
名
の

計
十
五
名
お
り
ま
す
。

　

当
初
は
、
高
丘
小
学
校

体
育
館
に
於
い
て
、
年
間

を
通
じ
週
一
回
練
習
を
行

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
西

部
公
民
館
が
で
き
て
か
ら

は
、
同
館
多
目
的
ホ
ー
ル

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、
三
月
中
旬
か
ら
十

二
月
中
旬
ま
で
毎
週
金
曜

日
夜
八
時
か
ら
十
時
ま
で

練
習
に
精
を
出
し
て
い
ま

す
。

　

以
前
は
、
体
育
の
日
に

開
催
さ
れ
て
い
る
、
支
部

対
抗
球
技
大
会
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
の
部
に
参
加
し
、

な
か
な
か
の
成
績
を
収
め

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
こ

五
年
く
ら
い
不
参
加
の
状

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
近
い
将
来
挑
戦
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
卓
球
以
外
に
も
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
や
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
な
ど
を
企
画
し
、

会
員
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ラ
ケ
ッ
ト
に
一
度
も
触
れ
た

こ
と
の
な
い
方
で
も
、
気
軽
に

楽
し
め
る
優
し
い
卓
球
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
和
気
あ
い
あ
い
、
い

い
汗
を
流
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

北
沢　

吉
信

田 上 分 館

グ
ル
ー
プ
紹
介

グ
ル
ー
プ
紹
介

　

坂
上
田
村
麻
呂
は
エ
ゾ
征
討
の
お

り
、
高
社
山
に
棲
み
つ
く
毒
蛇

を
退
治
し
、
清
水
を
湧
き
出
さ

せ
た
。
兵
士
も
ム
ラ
び
と
も
助

か
り
大
い
に
喜
ん
だ
。
彼
は
し

ば
ら
く
当
地
に
と
ど
ま
っ
て
荒
地
を

開
墾
し
た
り
、
ム
ラ
び
と
に
農
業
を

教
え
た
と
い
う
。

　

一
説
に
は 
紀  
田  
上 
だ
っ
た
と
も
伝

き
の 
た 
が
み

え
、
田
上
村
と
い
う
村
名
は
彼
の
名

に
ち
な
む
と
い
う
。
牧
ノ
入
山
に
田

村
麻
呂
や
田
上
を
祀
っ
た 
祠 
が
あ
る
。

ほ
こ
ら

い
ず
れ
も
文
字
摩
滅
し
て
分
明
な
ら

ず
（『
長
野
県
町
村
誌
』
明
治
初
年
刊
）

と
あ
る
。
田
上
の
古
老
は
戦
国
時
代
ご

ろ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
語
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
伝
承
や
祠
は
偉
人
に
あ

や
か
っ
た 
付  
会 
と
し
て
も
、
事
実
、

ふ 
か
い

田
上
の
歴
史
は
古
い
。
遺
跡
群
は
旧

石
器
時
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
存
在

す
る
し
、
東
山
道
の
支
道
も
通
っ
て

い
た
。
史
料
上
に
田
上
村
の

名
が
み
え
る
の
も
、
市
内
で

は
最
も
早
い
。
歴
史
の
古
さ

は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ

る
。
村
内
の
寺
社
も
古
く
、
算
額
・

七
ッ
鉢
・ 
縣 かけ 
仏 
、
飯
山
戦
争
の
絵
馬

ぼ
と
け

な
ど
の
文
化
財
が
多
い
。

　
　
　
　
　

田
中　

毅

伝
承
豊
か
な
田
上
村

高
丘
卓
球 
ク 
ラ 
ブ



　５月14日、北部公民館子ども教室「あるある探検隊」
が始まりました。第１回目は壁田城址に登り、植物や
野鳥を観察。参加した子どもたちからは、「たくさんの
鳥やきれいな花が見れてとっても楽しかった」と感想
が寄せられました。同教室では、年間を通じ親子で学
び合える様々な自然体験活動などを計画しています。
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公民館フォト
生きる力を 自然自然 から学ぼう

◆
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◆
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◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

今月の伝言板

■ふるさとのホタルを楽しむ会
　ホタルの観察とホタルの住む環境に思いを馳せ
る会です。初夏の夜空に飛び交う、幻想的なホタ
ルに会いに行きませんか。
日　　時　６月25日(土) 午後７時30分
　　　　　（雨天の場合は、６月27日に延期）
集合場所　中山晋平記念館 駐車場
観察場所　篠井川（真引川）沿い（間山区津島）
説　  明　中野ホタルの会の皆さん
申込み・参加料　不要
服 装 等　長靴または運動靴、長袖シャツ、長ズ
　　　　　ボン、懐中電灯（赤色灯または赤いセ
　　　　　ロハンを付けたもの）、雨具（降雨に　
　　　　　備え）

　西部公民館では、合併記念交流事業として「西部そば
大学」を開講しました。そば打ち初心者を対象に、そば
粉をこね、伸ばし、切るまでの一連のそば打ちを学びま
す。講師は、豊田地区を拠点に活動している信州中野蕎
麦文化普及会の皆さん。同講座は６月30日まで全４回行
われますので、関心のある方はお申し込みください。

そばそば でつながる文化交流

　５月22日、「なかの21市民音楽講座」がスタートしま
した。３年目を迎えた本講座に、毎年継続して受講さ
れている方、また、新たに受講された方など、市内外
から約100名の皆さんが参加されております。“上手に
歌うより楽しく歌う”がこの音楽講座の願い。音楽を
通じたまちづくりが広がり続けると共に、今年も新た
な歌う喜びと感動が生まれることでしょう。

ともに 歌う歌う楽しさを

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら中央公民館から 作品募集

開催のお知らせ
■第25回中野市民作品展
　例年、中野祇園祭に合わせ開催しております市民
作品展の出品作品を募集します。市内にお住まいの
方、お勤めの方ならどなたでも出品していただけま
す。ふるってご応募ください。
展示期間　７月16日(土) ～18日(月)
　　　　　 午前９時～午後６時 （18日は午後５時まで）
展示場所　中央公民館 講堂
展示部門　絵画、工芸、書、写真、彫刻、木彫り、
　　　　　陶芸、手芸、きり絵、ちぎり絵、押し絵
　　　　　ほか各種作品
出 品 数　１人３点まで（小作品は超過しても可)
そ の 他　作品の搬入・展示及び搬出は、出品者が
　　　　　各自行っていただきます。
　　　　 <搬入・展示>７月15日(金) 午後3時～8時
　　　　 　　　<搬出>７月18日(月) 午後5時～8時
　　　　　　　　　　 ７月19日(火) 午前中
申 込 み　６月16日(木)から７月６日(水)まで

（次ページへつづく）
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西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら西部公民館から
今月の伝言板

■子育て生き生きサロン（仮称）
　子育て全般について、参加した皆さんといっし
ょに考え合い、作り上げていく講座です。受講生
同士の悩みを話し合ったり、時にはおやつ作りも
します。お父さんの参加も大歓迎！
　第１回目はオリエンテーションを行います｡
期　日　６月28日､７月19日､26日､８月23日､９月６日
　　　　（いずれも火曜日）
時　間　午前10時～11時30分
場　所　北部公民館（託児もございます）

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ２- ２ ６ ９ １　㈲２ ０ ６ ９ １

ホームページもご覧ください
http://www.city.nakano.nagano.jp/kominkan

お問合せ及び　中 野 市 西 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ３- １ ０ ２ ４　 ㈲２ ６ ６ ７ ４

お問合せ及び　中 野 市 北 部 公 民 館
申 込 み 先　℡２ ６- ０ ６ ７ ７　 ㈲２ ８ ８ ７ ８

■第35回市民登山教室
　青年から高齢者の方まで、より多くの皆さんに
登山に親しんでもらい、山や自然への理解を深め
ていただく教室です。初心者の方も是非ご参加く
ださい。なお、本番に備え事前登山も行います。
期　日　８月６日(土)～７日(日)
目的地　会津磐梯山及び猫魔ヶ岳(予定)　　
指　導　中野山岳会  　
定　員　45人      参加費　20,000円　　　
申込み　６月17日(金)から７月１日(金)まで

■家庭教育学級「救急法講座」
　急な病気やケガに役立つ応急手当の方法、また、
特にお子さんの緊急時に対処するための知識と技術
が学べます。いざという時のための準備は大切です。
日　時　６月16日(木) 午前10時～午後０時
場　所　西部公民館 
講　師　岳南広域消防本部 救急隊員
定　員　30名  　　受講料　無料　　
申込み　６月13日まで（定員になり次第しめ切ります）
　
■家庭教育学級 「親子パンづくり教室」
　おうちで手づくりパンを焼いてみませんか？
初めての方でもお子さんといっしょに、アンパン
・メロンパン・クリームパンや、いろいろアレン
ジしたパンが楽しめます。
期　日　6月23日､7月7日､21日 （隔週木曜日､全３回）
時　間　午前10時～午後０時
場　所　西部公民館 料理教室
対　象　市内在住の子育て中の方 （３回受講可能な方）
定　員　親子10組（託児もございます）
受講料　無料（ただし、材料費として１回700円）
申込み　６月17日まで （定員になり次第しめ切ります）

（前ページ「中央公民館から」のつづき）

お問合せ及び　中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　℡３ ８ - ２ ９ ２ ２

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

■北部公民館映画会
　昭和36年、平野地区のリンゴ園を舞台に、当時
の平野小学校５年生が出演した児童教育映画と、
昭和40年代に農民と農村医療に取り組む北信総合
病院の医師と看護師の姿を描いた映画を上映します。
期　日　７月５日(火)
時間・題名　午後７時～  「農民その生活といのち」
　　　　　 午後８時～ 「リンゴ畑の四日間」
場　所　北部公民館 視聴覚室

開催のお知らせ
■豊田地区成人式
　社会の一員としての輝かしい門出と、洋々たる
前途を市全体でお祝いします。
日　時　８月15日(月) 午前９時30分～11時
　　　　　※日程等の詳細は後日ご案内します
場　所　豊田文化センター ホール
　　　　 (旧豊田村村民会館)
対　象　豊田地区の新成人
�
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　対象となる新成人の皆様には、６月中にご案内を
お送りします。ただし、市内に住民登録している方
に限ります。
　市外に住民登録を移されている方で、式典への出
席を希望される方は、豊田公民館へご連絡ください。

受講生募集

参加者募集 受講生募集



あなたとわたし　　未来への
����������������通巻№47
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　　　　　すべての市民が、性別にかかわらず

　　　　　　　　　　お互いの生き方を尊重し合い、

　　　　　　　　　　　　　　　個性豊かに生きることができる
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わかってくれる家族がいるのはうれしいですね。それが夫なら最高ですね。

１　交 差 点
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交 
差 
点



　

例
年
に
な
く
雪
深
か
っ
た
奥
信
濃

で
、
春
を
待
ち
か
ね
て
雑
木
林
に
入

る
と
、
根
元
に
は
ま
だ
雪
を
残
し
な

が
ら
も
鮮
や
か
な
芽
吹
き
が
あ
り
ま

し
た
。
山
桜
の
優
し
げ
な
薄
桃
色
を

所
々
に
混
ぜ
て
、
一
年
中
で
一
番
好

き
な
季
節
が
き
ま
し
た
。（
原
稿
は
五

月
当
初
に
い
た
だ
き
ま
し
た
）

　

ぬ
る
ん
だ
季
節
を
感
じ
て
子
ど
も

達
が
集
ま
り
、
元
気
な
声
が
聞
こ
え

る
日
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

わ
が
家
の
周
り
で
は
い
つ
も
子
ど

も
達
が
に
ぎ
や
か
に
遊
び
、
通
り
が

か
り
の
人
が
「
い
い
も
ん
だ
な
あ
。

昔
は
ど
こ
で
も
こ
ん
な
だ
っ
た
」
と

声
を
か
け
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
頃
か
ら
だ
ろ
う
、
子
ど
も
達

が
減
っ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
は
。

　

何
で
、
ど
う
し
て
と
、
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
で
疑
問
に
突
き
当
た
っ
た

地
域
の
女
性
た
ち
が
集
ま
り
、
話
し

合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
女
性
模
擬
議
会
を
経
験
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
男
性
の
影
に
い

る
こ
と
が
美
徳
の
よ
う
に
言
わ
れ
、

思
い
込
ま
さ
れ
て
き
た
私
た
ち
に
自

信
を
持
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

思
い
は
女
性
議
員
の
擁
立
へ
と
燃

え
あ
が
り
、
話
し
合
い
を
重
ね
、
男

性
に
も
相
談
に
乗
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

村
会
議
員
選
挙
は
地
域
、
家
な
ど

の
し
が
ら
み
が
あ
り
、
女
性
が
自
分

の
意
志
を
あ
ら
わ
す
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
結
果
は
大
成
功
、
私
た

ち
が
押
し
た
女
性
が
議
員
と
し
て
当

選
で
き
ま
し
た
。「
や
れ
ば
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

思
い
を
同
じ
く
す
る
仲
間
が　

人
ほ

30

ど
集
ま
り
「
ふ
る
さ
と
虹
の
会
」
が

で
き
ま
し
た
。

　

女
性
議
員
に
、
要
望
を
行
政
に
働

き
か
け
て
も
ら
っ
た
り
、
地
域
の
委

員
や
役
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
仲

間
へ
問
題
を
提
起
し
た
り
、
学
習
会

を
開
催
し
た
り
し
ま
し
た
。
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内
容
は
、
学
童
保
育
や
冬

場
に
事
故
が
起
り
や
す
い
道

路
の
問
題
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。
人
ご
と
の
よ
う
に
思
っ

て
い
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
エ
イ
ズ
）

の
こ
と
な
ど
も
学
ぶ
こ
と
に

よ
り
身
近
に
感
じ
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
性
教
育
の
大
切
さ

を
知
り
ま
し
た
。

　

女
性
差
別
や
因
習
な
ど
、
女
性
の

た
め
に
始
め
た
学
習
で
、
男
性
も
歴

史
の
中
で
作
ら
れ
た
犠
牲
者
で
も
あ

る
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

　

家
庭
や
職
場
で
思
い
を
声
に
出
す

こ
と
に
勇
気
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
時
代
を
生
き
て
き
て
、
今

女
性
の
自
由
と
平
等
が
少
し
ず
つ
認

め
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

　

中
野
市
と
の
合
併
と
い
う
大
き
な

節
目
を
迎
え
、
行
政
や
地
域
の
流
れ

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
ま
だ
は

っ
き
り
見
え
て
こ
な
い
今
、
不
安
と

期
待
の
中
に
自
分
た
ち
の
活
動
が
こ

の
ま
ま
地
域
の
中
に
根
づ
い
た
も
の

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　交 差 点　２

ふ
る
さ
と
虹
の
会
会
長　
　
　
　
　

　
　

小 　

橋 　

高 　

子
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３　交 差 点

　

子
育
て
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
頼

も
し
い
制
度
で
す
！

　

「
一
日
中
子
供
と
家
に
篭
り
き
り

で
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
わ
」

　

「
育
ち
方
が
他
の
子
と
比
べ
違
う

気
が
す
る
」

　

そ
ん
な
悩
み
を
お
持
ち
の
方

　

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

来
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

子
ど
も
は
広
い
お
部
屋
で
お
友
達

と
遊
び
、
お
母
さ
ん
同
士
は
子
育
て

の
情
報
交
換
が
で
き
ま
す
。　

　

ま
た
、
保
育
士
・
保
健
師
等
に
よ

る
育
児
・
保
健
相
談
も
あ
り
ま
す
。

利
用
は
無
料
で
す
。

　

保
育
園
へ
の
子
供
の
送
迎
や
日
・

祭
日
の
預
か
り
等
を
有
料
で
行
い
ま

す
。

一
時
間
あ
た
り
三
歳
以
上
六
〇
〇
円

三
歳
未
満
七
〇
〇
円
（
食
費
、
交
通

費
は
実
費
）

お
ね
が
い
会
員

（
就
学
前
の
子
供
を
預
け
た
い
方
）

ま
か
せ
て
会
員

（
自
宅
で
子
供
を
預
か
れ
る
方
）

　

ど
ち
ら
も
登
録
に
よ
り
利
用
で
き

ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
上

手
に
利
用
し
て
、
子
育
て
に
ゆ
と
り

を
、
そ
し
て
楽
し
く
乗
り
切
り
ま
し

ょ
う
。
条
件
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
細
は
市
役
所
厚
生
課
児
童
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。（�
�
２
１
１
１
、

内
線
２
９
３
）
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　国の男女共同参画週間（６／23～６／29）に
合わせて行います。
テーマ

��������	
���������

日　時　��������	
����
場　所　���������	
対象者　���������	
申　込　��������までに電話等で住所・
　　　　氏名・託児希望について市役所男女共
　　　　同参画推進室へお申し込みください。
　女性の方ならどなたでも、お気軽にご参加く
ださい。
　聞いているだけで、意見を言わなくてもかま
いません。
　小さいお子さんがおいでの方には、託児の用
意をいたしますので、気兼ねなくご参加ください。
　市長とお話をしたことのない人も大歓迎です！

��������	
����
　 「なんで女性だけ？」という意見があ
ります。
　地域等で開かれる市長と話をする場
には、どうしても男性参加者の方が圧
倒的に多いのです。
　そのため、多くの女性に気軽に参加
していただくために女性に限定させて
頂きました。
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ご意見、ご感想、お問い合わせ、男女共同参画社会について、身近な問題等をお寄せく
ださい。　中野市男女共同参画推進室　〒383－8614 中野市三好町 1－3－19
　　　　　電話 0269－22－2111 内線 254　ＦＡＸ 0269－22－5923　有線 23404
　　　　　ホームページ
　　　　　メール

http://www.city.nakano.nagano.jp/ 
danjo@city.nakano.nagano.jp　　

　交 差 点　４

�
相
談
日
及
び
相
談
時
間

　

月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

�
電
話
相
談

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

�
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

�
相
談
電
話
番
号
は
２
３

－

４
８
１
０

（
シ
ン
パ
イ
ゼ
ロ
）
心
配
ゼ
ロ
と
覚
え

て
く
だ
さ
い
。

専
門
の
女
性
相
談

員
が
女
性
の
様
々

な
悩
み
の
相
談
を

お
受
け
し
て
お
り

ま
す
。

　

長
野
県
は
、
児
童
虐
待
及
び
配
偶
者
間

暴
力
に
関
す
る
通
告
・
通
報
及
び
相
談
に

対
し
、　

時
間
相
談
員
が
電
話
に
て
受
け

24

つ
け
る
窓
口
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

０
２
６
３

－

９
１

－

２
４
１
０

（
通
報
者
の
氏
名
を
聞
く
こ
と
は
い
た
し

ま
せ
ん
）

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

男
女
や
年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

授
業
と
重
な
ら
な
け
れ
ば
学
生
も
Ｏ
Ｋ
！

　

講
座
は
全
部
で
６
回
で
す

　

託
児
を
用
意
し
ま
す
の
で
、
小
さ
い
お

子
さ
ん
の
い
る
方
で
も
安
心
し
て
受
講
で

き
ま
す
。

　

締
め
切
り
は
７
月　

日
（
月
）

11

　

電
話
等
で
市
役
所
男
女
共
同
参
画
推
進

室
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

女
性
の
悩
み
は
「
あ
な
た
が
わ
が
が
ま

ま
」
だ
か
ら
「
あ
な
た
に
も
悪
い
と
こ
ろ

が
あ
る
せ
い
」
だ
か
ら
「
も
う
少
し
我
慢

し
な
さ
い
」
と
、
あ
し
ら
わ
れ
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

で
も
、
我
慢
も
過
ぎ
る
と
体
に
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ど
ん
ど
ん
相
談
員
に
話
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

い
っ
し
ょ
に
解
決
へ
の
道
を
捜
し
ま
し

ょ
う
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず
は
電
話
を�
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内　　　　　容月　日
開講式
議会の仕組みと役割
男女共同参画について

７月22日�

実技－アサーティブ
８月６日�

自分の心を大切にする表現法
埼玉県嵐山町女性教育会館へバスにて研修
 「女性学・ジェンダー研究フォーラム」８月27日�

議会傍聴（市政一般質問）９月上旬
弁護士による女性のための法律講座
結婚、夫婦、相続、遺言など９月下旬

市長講話・意見交換
閉講式10月中旬

平成17年度 男女共同参画パワーアップ講座予定表
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男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
と
条
例
の

制
定
に
向
け
て
の
検
討
を
し
て
く
だ
さ
る

方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

�
�
�
�
　

市
内
在
住
で
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、
２
年
間
の

事
業
実
行
（
会
議
は
昼
間
）
に
従
事
で
き

る
方

�
�
�
�
　

２
名
以
内

��
�
�
　

２
年
間

�
�
�
�
　

６
月　

日
27

�
�
�
�
　

申
込
者
の
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
生
年
月
日
・「
男
女
共
同
参
画
に
思

う
こ
と
」
を　

字
程
度
を
直
接
持
参
す
る

400

か
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
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